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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
と
原

子
力
：
新
た
な
合
意
を
め
ざ
し
て
ー
福
島
第
一
原

発
事
故
と
地
球
温
暖
化
か
ら
考
え
る
」
が
日
本
学

術
振
興
会
・
先
導
的
研
究
開
発
委
員
会
「
未
来
の

原
子
力
技
術
」
の
主
催
に
よ
り
、
十
二
月
二
二
日

（
日
）、
東
京
大
学
の
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
八

年
余
り
が
経
過
し
た
今
、
こ

の
事
故
の
与
え
た
影
響
を
改

め
て
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
人
類
が

位
置
づ
け
る
べ
き
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
と
原
子
力
」
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
改
め
て
検

討
し
議
論
す
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。言
い
換
え
る
と
、

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

社
会
的
課
題
、
技
術
的
課
題

を
冷
静
に
分
析
・
議
論
し
、

そ
の
上
で
原
子
力
利
用
の
可

否
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、

社
会
の
合
意
形
成
を
目
ざ
す

こ
と
こ
そ
、
私
達
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
参

加
者
と
と
も
に
、
我
が
国
の

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

在
り
方
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ

を
私
達
自
身
の
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の

道
を
考
え
る
機
会
と
す
る
の
が
本
会
合
の
趣
旨
で

あ
る
。
会
社
員
、
官
庁
、
大
学
関
係
者
、
学
生
、

主
婦
な
ど
約
一
六
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

第
一
部
「
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
考
え
る
」

で
は
、
伊
澤
双
葉
町
長
よ
り
「
東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
と
双
葉
町
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
」、

蜂
須
賀
大
熊
町
商
工
会
長
よ
り
「
地
域
の
復
興
と

未
来
に
向
け
て
」、
山
田
東
海
村
長
よ
り
「
福
島

第
一
原
発
事
故
後
の
東
海
村
に
お
け
る
原
子
力
へ

の
取
組
」と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
第
二
部「
地

球
温
暖
化
か
ら
考
え
る
」
で
は
、
渡
部
氏
（
東
大

大
気
海
洋
研
究
所
教
授
）
よ
り
「
地
球
温
暖
化
の

現
状
と
予
測
～
社
会
の
抱
え
る
リ
ス
ク
～
」、
山

地
氏（
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
副
理
事
長
）

よ
り
「
二
酸
化
炭
素
正
味
ゼ
ロ
排
出
の
課
題
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
第
三
部
「
総
合
討
論
」
で

は
分
科
会
か
ら
の
報
告
後
、
一
部
と
二
部
の
講
演

へ
の
参
加
者
の
質
問
に
対
し
て
回
答
が
あ
り
、
そ

の
後
、
前
半
の
テ
ー
マ
「
福
島

第
一
原
発
事
故
の
教
訓
と
今

後
の
課
題
」
に
対
し
、
守
屋
氏

（
元
日
立
Ｇ
Ｅ 

技
師
長
）
よ
り

原
子
力
安
全
技
術
者
の
立
場

か
ら
、
村
上
氏
（
日
本
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
よ
り
原
子
力
の
世
界

動
向
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
し
た
。
後
半
の
テ
ー
マ
「
新

た
な
合
意
を
め
ざ
し
て
」
に
対

し
、
伴
氏
（
原
子
力
資
料
情
報

室
共
同
代
表
）
か
ら
脱
原
発
の

立
場
か
ら
、
福
嶋
氏
（
自
分
ご

と
化
会
議
イ
ン
松
江
共
同
代

表
）
か
ら
市
民
会
議
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
述

べ
た
。
一
部
と
二
部
の
講
演
者

を
含
む
全
九
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
間
で
活
発
な
討
論
が
あ
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。
若
手

や
学
生
、
女
性
の
参
加
も
結
構
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
高
い
評
価
が
多
か
っ
た
。 

　

さ
て
、今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
（
そ
の
二
）
に

つ
い
て
述
べ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
最
古
の
ホ
テ
ル
の
一

つ
、
ホ
テ
ル
ケ
ー
ニ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ン
ガ
ル
ン

は
一
七
四
六
年
創
業
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
か

ら
わ
ず
か
五
〇
ｍ
と
市
内
中
心
部
に
位
置
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
名
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
）
は
、
帝
国
時

代
、
こ
の
場
所
に
よ
く
滞
在
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
貴

族
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
。
か
つ

て
は
大
司
教
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
現
在
も

文
化
、
オ
ペ
ラ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
興
味
の
あ

る
方
に
特
に
人
気
が
あ
り
、
著
名
人
が
宿
泊
し
て

い
る
。
全
客
室
が
個
別
の
デ
ザ
イ
ン
で
魅
力
的
な

内
装
と
な
っ
て
お
り
、ガ
ラ
ス
張
り
の
中
庭
で
は
、

伝
統
的
な
雰
囲
気
の
中
で
く
つ
ろ
げ
る
。
本
ホ
テ

ル
は
マ
ー
ラ
イ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
を
始
め
と
す
る

作
家
の
作
品
に
も
登
場
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
市
中
京
区
の
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
屋

旅
館
は
創
業
一
八
一
八
年
、
京
都
二
番
目
の
老

舗
で
あ
る
。
名
前
は
下
鴨
神
社
境
内
の
平
良
木
神

社
に
由
来
す
る
。
幕
末
の
志
士
達
、
明
治
時
代
か

ら
の
皇
族
方
、
文
人
墨
客
を
は
じ
め
、
戦
後
は
国

際
観
光
の
進
展
に
伴
い
、
海
外
客
も
迎
え
て
二
百

年
余
り
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
文
豪
川
端
康
成
の
常
宿
と
し
て
も
有
名
。
旧

館
は
二
一
室
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
ま
で
の
風
情

が
残
る
数
奇
屋
造
り
。
新
館
七
室
は
新
し
い
時
代

に
合
わ
せ
た
設
備
と
快
適
さ
と
と
も
に
、
洗
練
さ

れ
た
和
の
設
え
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
風
呂
は
木

の
香
り
高
い
高
野
槇
（
こ
う
や
ま
き
）
の
湯
船
を

使
用
。
先
月
の
俵
屋
旅
館
と
は
麹
屋
町
通
り
を
挟

ん
で
お
り
、
市
中
心
の
至
便
な
場
所
に
あ
る
。
歴

史
と
伝
統
が
あ
り
、
宿
泊
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
良

く
、
旅
情
を
満
喫
で
き
る
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
副
委
員
長
と
し
て
第
一
部
の
司
会
を
務
め

た
。
ケ
ー
ニ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ン
ガ
ル
ン
に
泊
ま
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、
隣
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
ハ
ウ

ス
に
は
何
回
か
行
っ

た
。
柊
屋
旅
館
に
も
泊

ま
っ
た
こ
と
は
な
い

が
、
近
く
の
和
風
料
理

屋
で
食
事
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
今
月
も
両

市
の
由
緒
あ
る
ホ
テ

ル
・
旅
館
に
ま
つ
わ
る

話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部

に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ケ
ー
ニ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ウ

ン
ガ
ル
ン
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  
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Ludwig van Beethoven
1770 年 12 月 16 日頃 ボン生
1827 年 3 月 26 日 ウィーン没

ベートーヴェン 2020
Österreichische

Nationalbibliothek
PRUNKSAAL

今年はベートーヴェン生誕 250
年にあたり、ウィーンでも様々な
イヴェントが用意されている。
オーストリア国立図書館の豪華バ
ロック図書室プルンクザールでは
既に 12 月下旬から特別展『ベー
トーヴェン．人間の世界と神々の
閃光』が開催され、貴重な自筆の
楽譜や書簡など約 100 点を展示。
2001 年ユネスコ世界記憶遺産登
録『第九』オリジナル手稿（歌詞
Freude, schöner Götterfunken
入り）はベルリン図書館からの貸出。

ベートーヴェンが亡く
なった部屋にあった
月桂樹の枝の押し葉
1840 年頃


